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道 標 　新学習指導要領特集Ⅰ～これからの英語教育～
主体的に向き合い，かかわり合う「生きる力」の育

成を掲げた新学習指導要領が今年３月に告示された。
初めて，小学校高学年において，教科としての外国語
科が実施されることとなった。小学校中学年において
も外国語活動が実施され，中・高学年ともに年間 35
単位時間増（１単位 45分）となる。
  「今後の英語教育の改善・充実方策について　報告

～グローバル化に対応した英語教育改革の五つの提言
～」（平成 26年９月 26日）では次のように述べている。
「小学校中学年への外国語活動の導入は，英語学習に
対する動機づけや，聞き取り，発音の向上に効果があっ
たものの，その一方で小学校高学年では，抽象的な思
考力が高まる段階であるにも関わらず，外国語活動の
性質上，体系的な学習は行わないため，児童が学習内
容に物足りなさを感じていた。ただし，音声を中心に
体験的に理解を深めることは，高学年よりも中学年の

ほうが児童の発達段階により適していると考えられて
いる。」このことからも言語能力の育成には，発達段
階に応じた系統的な指導が大切だといえるだろう。
今回の改訂では，小・中・高等学校を通じて外国語

教育の充実を図ることが示され，今後，補助教材の検
証や新教材の開発が検討されていく予定である。県指
導課の調査（平成 28年 10 月）によれば、本県でも平
成 30 年度からの先行実施について，全体の７割を超
える小学校が一部実施も含め，実施すると回答してい
る。今後，外国語科の本格実施に向けて，教員一人一
人がその力量を高めていくために，どのような準備を
すればよいのであろうか。将来，国際社会で活躍する
人材を育てるために，発達段階に応じてどのような目
標を設定し，カリキュラムを編成していけばよいのか，
具体的な取組を含めて考察していきたい。


